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タイワンツマグロヨコバイの幼虫の YOLV伝播能

りを調介するため，各令幼虫を l日間納柏物ビで飼ff

して保出させ，その後毎日苗を交換して YOLVを伝

贔させた。第 3表に小したように，次令へ脱皮した翌

11も YOLVを伝掘したりは 2例であり，脱皮当日ま

でのものは26例であったco これは保占幼虫が脱皮する

とほとんどのばあし氣占になることを;Jいも 0)であ

また，各令とも保占しうるか， 1令2令の幼虫で

：土保— di虫にならなかった例が多数誇められた。各令幼

第 4表本Ill期の YOLV恥薬剤防除効果

施用時期 発納株率（％） 収鼠
施用fn]数

（田柏後日数） 田札直後30f~ 41日 (t "1,u) 

2 lnl施用 (3, 10日） S.8 12.6 l. 90 

＂ 
(10, 17日） :,,() 10. ,J* l. 87 

” (17, 2Hl) 12. 8 l」.I 2. 18* 

4 iuJb也用 ('.>. 10、17,24日） :-1.6* 8.0* 2. n* 

無防除 1:1. 3 27.(i 1. 7 i 

虫はほとんどのばあい吸毒後からjrj;B辿続して YOLV る"しかも媒介虫密度は丘外に低し、例が認められる

を伝橘しfこ，，各令豆）最靡｛呆毒期間は 1令から 5令まて こJ)ウイルスの密伏期は稲体内，虫体内，l:もに短か

それぞれ， 1「L 2日， 31、1、l日， 511間であった。 し、，、幼虫，成虫両各で媒介される 薬剤防除は可能で

これらり糾果は 1令2令幼虫は YOLVを（云涌するが， はあるが，確丈衣防除指針を作るためにはさらに多、9、

そハ能））は 3令以卜̂ り幼虫に」I::へて低し、ことを示すも の要因を解決しなげれば衣らはし、，、

グ）である，： 設近になって育成され奨励品種と匁ぅた RDl Joよ

4 本l:liJ{:/jり） YOLV恥梵剤防除 び RD:,(RDは Rice Department) は YOLV !t行こ

台中在米 l号を用し、，セヒン粒剤を1甘1直3日後から 抵抗付である，，これら r})品紐は IR8とタイ介米種

1週間認きに 4皿または 2回施！廿して YOLV病の防 Leuang TawngとU)交配稀であ,-c, YOLV柄抵抗

除効果を検討したっ結果は第↓ 表グ）とおりである,, .J ・I牛は msに由米してし、る 本柄J)防除ぱ将来これ
同枷用にか設も優れ、無施用区とり間に有，在の差が認 抵抗沖品種によるべ苔であろりが，視状でば水深，質

められた、^ 柄などの閃係で発病地全域に附及でぎ紅し、

YOLV 訥は非常にすみやかに主ん延する病気であ

イネのウイ）レス病媒介昆虫に関する研究
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東南アジア諮国で1ふツマグロヨコバイの 1種によ

て媒介されるイネのウイルス病の 1種が広く発生し

・大きな間題になっている-タイ国では1964年に発

見され， y叫 oworange leaf virus j丙と称してし、な

01: 
熟閉農業研究七ンクー

忍さらに媒介虫の感染に閃ずる牛態にも原囚かある

ように息われるっ

本研究は，合罪的な防除法の確立をII的とするも

であるが，媒介虫の生態に重点を置き，乾季にとこか

で継代してし、たウィルスが，媒介虫によりとツ）ような

過程を経てHJ季の水田に持ち込まれ，またそれが．と

のようにして拡がるかといり経過と仕組みを明らかに

ずることを当面の第 1のII椋にしてし、る・

グ）発生面禎ぱ, 1965年にわずか 1.6万haにすぎなか 研究の結果

）むものが．翌1966年には約66万hc1に拡がり，そのり 1 Nephotettix属に関する研究

ち3:i万haの水田がかなりの被害を被ったし， クイ国におし、て，今まで分布が認められたタイワン

本病は，乾季の水稲ではほとんど認めることができ 、ソマグロヨコバイ (N.impicticeps)およびクロスジッ

が，雨季に栽培された水稲でぱ，日植後きわめて マグロヨコバイ (N.apicalis)のほかに，新しく 2種

短い期間に，ほとんどの株がり栢して病徴をふす。こ N. malayanus および N.parvusの分布を認めたご

媒介虫の密度が雨季に高いこととも関連が深い (N. malayanusおよび N.parvusの同定については、s
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第 1表 タイ国産 Neμhotettix属の生態的特徴

柾 名 しな寮生柏物

N. impicticeps 
（クイワンツマグロヨコバイ）

N. apicalis 水稲，野生稲
［クロスシツマグロヨコバイ） サヤヌカグサ

;¥. ma l,l¥・,mus サヤヌカグザ

園手は多
位季は少

11j・乾手とも
少

1¥i・ 乾手とも
少

'.'i.)laJTUS 

水稲，野!f:.稲

ライトトラノプ 水田における
による発牛数 生息数

分

イネ科雑芍J)l種 1、1,j手は多
（イネで生仔rrJ能） 乾季は少

雨手は多
乾季は少 仝

がし、して少
水稲牛竹後期 仝
が前期より多

Yellow orange 
布 leafvirus 
媒介能）J

.~....~ ~ ~ ~ ~ ・~ ~ ~ ● .....  

十 媒介する

＊ 

十 媒介ずる

水[11へは｛受人
しなし、

．｝に中央平原媒介し注し、

十に出部

＊クロスジッマグロヨコバイ ，J）媒介能力は L.Wathanakul (1969)の報告を,;I用し］こr

い1泉ら (1%8) ハマレインアで採集した Nephotett1x

屈に1月ナろ報告を参煎し

こ}),j和いこつし、て， 翡杏し応範fillで明ら力叶こ八

1想り）概要は第 1衣り）とお‘りであっ

祈しし、 2神は，し、ずれらイネ月の雑草から採集し

N, malaYanusは湿地に生えるサヤヌカグサリ-渭生

地で，必らず各態の牛、はが認められたc ハンケンの試

険は場しこ設置しに19,0年のライトトラノプ＆勺叫録によ

ー＇）こ， i'IJ手の,~9 月 u:〉期間にはかはり））(Iii]体が誘殺

され，そJ)数ぱ N,apicalis J) 誘殺数と人〗と:なかったc

イ不り幼団を与えて飼介するこ， 'l:{了」月間はわすかに

2 - :l日であったことや，定期1・1り江謁査てぱ水稲に牛＿

息が認められなか、ったことから，サヤヌカク~サ1ー［どで

札卜代を繰返してし、るものと思われる. : 主た，丈験的に

も Yelloworange leaf virusは伝搬しばかった，

N. parvusはバンケンなとり中央平原地域でも，ラ

イトトラ，J フで少数の個体が誘殺されたが，南部地域

))ハノタルング試験場りライトトラノプでは，時にタ

イワン＇ゾマグロヨコハイよりも多数の関休を誘殺した

例が認められたr、そこでは七注寄主柏物であるイネ利

の雑草の］~ 柿が，下として内部地域に群生しているこ

とが認められた↑ 成虫は水稲苗上で長期間生存できた

(I)で，水稲害虫であるnf能性も考えられ，ウイル病伝

搬につし、ても検討する必要があるr

2 ッマグロヨコバイ類の生育と環境条（りに関する

研究

タイワンツマグロヨコパイ認よびクロスジッマグロ

ヨコバイにつき｀屎燒温度条件と牛宥の関係を試験し

た。結果は第 1図のとおりである。

卵期間Ii20'Cで約15日， 25'Cで約 81::1, 30℃ で

卵

期 10

間

ー

15 

5
 

〇タイワンツマグロヨコバイ、．クロスジツマグロヨコバイ

25 

温度（℃）

第 1図4 卵の発育日数と温度の関係

20 30 

約 6日であ）tこ幼虫期間は 20℃ で約30rl. 2::i"C 

約17Ll, 30°Cで約12日であった。 1,I,j種）le 25℃ 以上 i、バ

比較的靡温条件下ては，発育所要期間の笈化が非常こ

少なくなるように思われ/::.c各態の発育速度は両種で

大差なかったが， クロスジツマグロヨコバイが，わず

かに発育期間が短かし、ようであった('

上の結果から発育限界温度を求めると．卵態と幼虫

態がそれぞれ，タイワンツマグロヨコベイでは1-1.:r℃

および 13.9℃， クロスジッマグロヨコバイが 11.S"''C 

認よび 1:-l.O℃ であった，

3 ッマグロヨコバイ類の年次的，季節的梢長に関

する研究

年間を通して，水鳳野牛稲の群落，間畔などにお

ばるクイワンツマグロヨコバイおよびクロスジッマグ
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第 1図ー2 幼虫発育日数と温度の関係

ロヨコバイの発生消長を調査した。

第2図 雨季作水稲におけるタイワンツマクロ

ョコバイの密度の推移

(6月2:irl田柏の場合）

クイワンツマグロヨコバイは，乾季には主に水稲， 育後期になると密度は低下し，出穂期頃からかなり少

野生稲から成虫を採集することができた。しかしその なくなった。これは，日本などに分布するツマグロヨ

密度はきわめて低かった。雨季の苗代へは播種後2週 コバイ (N.cincticeps)が出穂した水稲の穂にも好ん

間位から飛来がみられ， 5, 6月播よりも 7, 8月播 で集まる性質と比べてみて，興味ある現象である。

り方が飛米数が多かった。本田へは，田植後2, :-i Fl クロスジツマグロヨコバイは，乾季雨季とも，主と

で少数の個体が認められ， 5日後頃から本格的に飛来 して水稲，野生稲，サヤヌカグサから採集されたの水

したc その次の世代の幼虫は田柏後10~12f::1頃から認 稲における密度は，水稲の生育後半が前半よりも翡か

められ芦第2図のようにツマグロヨコバイにしこぢ った。苗代期は．乾季作ではタイワンツマグロヨコバ

,I生の品種である。 イより密度の裔いこともあったが，雨季にはがし、して

Taichung Native lと非しこう性の RD:.;では，初 低かった。しかし牛育が進んで出穂期以降になると，

飛来の時期には差異がなかったが， TaichungNative l 逆にタイワンツマグロヨコバイよりも密度の高くなる

ではその後の成虫および幼虫の密度が高く， RD3で ボがあり，とくに雨季の終り頃にその現象が顕著であ

は低く、品種の性質が端的にあらわれていた。水稲生 が:,た？
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